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イラク国際戦犯民衆法廷
実行委員会ニュース

イラクに駐留する全占領軍の撤退！ イラク民衆とともブッシュ・ブレア・小泉の戦争犯罪を暴き、裁こう！

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
青
空

ト
プ
カ
ピ
宮
殿
の
感
動

ト
プ
カ
ピ
宮
殿
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
旧
市

街
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
す
ぐ
隣
が
赤
い
モ

ス
ク
の
「
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア

、
そ
の
向
こ
う

」

は
「
ブ
ル
ー
モ
ス
ク

。
信
仰
の
中
心
地
で

」

も
あ
り
、
観
光
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。
そ
の

ト
プ
カ
ピ
宮
殿
旧
造
幣
局
の
建
物
で
、
イ
ラ

ク
世
界
民
衆
法
廷
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
法
廷
は

開
か
れ
た
。

六
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
の
三
日
間
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
ぎ
っ
ち
り
と
タ
イ
ト
に
詰
め

込
ま
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
た
め
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ

で
飛
び
回
っ
て
い
た
。

「

」

「

」

検
事

に
相
当
す
る

民
衆
の
代
理
人

は
、
次
々
と
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
り
、
米
英

に
よ
る
侵
略
と
戦
争
犯
罪
の
数
々
を
列
挙

し
、
弾
劾
し
、
徹
底
追
及
を
試
み
る
。
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
反
戦
の
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
た
国

際
法
学
の
泰
斗
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ク

（
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
大
学
教
授
）
の
冒
頭
陳

述
に
続
い
て
、
地
元
ト
ル
コ
を
代
表
し
て
国

際
人
権
法
の
ト
ル
グ
ッ
ト
・
タ
ル
ン
ハ
ン
リ

（
ビ
ル
ギ
大
学
教
授
）
が
批
判
の
矢
の
手
を

あ
げ
る
。

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
ニ
ル
ー
フ
ァ
・
バ

グ
ワ
ッ
ト
（
弁
護
士
）
の
迫
力
に
満
ち
た
ア

ジ
演
説
は
激
し
く

爽
や
か
で
も
あ
る

女

、

。「

性
世
界
法
廷
」
主
催
者
と
し
て
活
躍
し
て
き

た
コ
リ
ー
ヌ
・
ク
マ
ー
ル
（
ア
ジ
ア
女
性
人

権
評
議
会
）
の
囁
く
よ
う
な
詩
的
な
告
発
に

聞
き
入
る
傍
聴
人
。
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

呼
び
か
け
人
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ウ
タ
（
リ
ュ

ー
ベ
ン
大
学
名
誉
教
授
）
の
遠
望
の
効
い
た

演
説
が
き
ら
め
く
と
、
女
性
国
際
戦
犯
法
廷

判
事
で
も
あ
っ
た
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
・
チ
ン
キ

ン
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）
の
鮮
や
か
な
理

論
構
築
が
続
く
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
で
招
請
し
た
ハ

イ
フ
ァ
・
ザ
ン
ガ
ナ
（
作
家

、
デ
ニ
ス
・

）

ハ
リ
デ
ィ
（
元
国
連
イ
ラ
ク
担
当
）
ら
も
続

々
と
登
壇
し
た
。

日
本
を
代
表
し
た
猿
田
佐
世
・
稲
森
幸
一

・
田
場
暁
生
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
検
事
団
）
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
爽
や
か
な

印
象
を
与
え
た
（
筈
だ

。）

二
六
日
夜
、
す
べ
て
の
証
言
と
告
発
が
終

了
し
た
後

「
良
心
の
陪
審
員
」
を
代
表
し

、

て
ア
ル
ン
ダ
テ
ィ
・
ロ
イ
が
ま
と
め
の
発
言

を
行
な
っ
た
。
時
に
軽
い
冗
談
も
は
さ
み
な

が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
く
知
的

に
洗
練
さ
れ
た
Ｗ
発
言
は
傍
聴
人
に
快
い
感

銘
を
与
え
た
。

世
界
各
地
の
反
戦
平
和
運
動
家
の
共
同
作

業
を
見
事
に
凝
縮
さ
せ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

公
判
の
感
動
は
、
ト
プ
カ
ピ
宮
殿
か
ら
再
び

世
界
へ
と
波
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
／
Ｗ
Ｔ
Ｉ
広
島
・
日
本
代
表
団

は
総
勢
一
四
名
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
名
が

現
地
で
合
流
し
た
の
で
一
五
名
と
な
っ
た
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
感
動
を
持
ち
帰
っ
た
メ

ン
バ
ー
を
各
地
の
報
告
会
に
呼
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
／
Ｗ
Ｔ

Ｉ
広
島
・
日
本
代
表
団
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｉ
・
イ
ラ
ク
世
界
民
衆
法
廷

／
6

24
｜
26

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
最
高
法
廷
開
催

3日間の法廷をふまえ「良心の陪審員による予備的宣言」を発表


